
第４回
定例会

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、
10
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
16
件
・
報
告
７
件
・
承
認
１
件
・
発
議
１
件
・
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
議
案
１
件
を
継
続
審
査
、
請
願
１
件
を
採
択
、
継
続
審

査
と
し
て
い
た
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

特別委員会の設置、特別委員会の設置、
審査始まる審査始まる

第６次吉岡町総合計画基本構想（案）第６次吉岡町総合計画基本構想（案）

基本構想で示された 10年後の吉岡町の将来像

思いを紡ぎ、
  未来につなげるまちづくり  吉岡

つ　む

①ブランド力と郷土愛
・吉岡町の価値をあらゆ
る分野で向上させます

・自らの町であり、ふる
さとであるという郷土
愛を育みます

②ダイバーシティ
・新旧住民、年代、性別、
国籍等に、こだわらず、
吉岡町民として多様性
を受け入れる風土を築
きます

③持続可能性
・先人が築き、育ててき
た、この豊かな吉岡町
を、次世代により良い
姿でつないでいきます

３つのまちづくりポリシー

6つの基本目標

紡ぐ１　すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実

紡ぐ２　「学びのまち・吉岡」の推進

紡ぐ３　次世代につなげる生活環境の充実

紡ぐ４　地域産業の持続的発展支援

紡ぐ５　緊急時対応への備えの充実

紡ぐ６　将来を見据えた行財政運営の推進
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特別委員会による審査開始特別委員会による審査開始
　
12
月
１
日
の
本
会
議
で
、
総

合
計
画
特
別
委
員
会
設
置
の
発

議
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
設
置

を
議
決
し
ま
し
た
。
委
員
は
議

長
を
除
く
全
員（
12
人
）で
す
。

議
決
後
に
委
員
会
を
開
き
、
委

員
長
に
平
形
薫
議
員
、
副
委
員

長
に
葊
嶋
隆
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

長
よ
り
議
案
で
あ
る
第
６
次
総

合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
の

委
員
会
付
託
が
あ
り
、
委
員
会

審
査
の
結
果
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

委員長
平
ひ ら か た

形　薫
かおる

 議員
副委員長

葊
ひ ろ し ま

嶋　隆
たかし

 議員

榛名山麓から利根川まで広がる吉岡町は、人口増や企業の進出などで今後も発展を続けていく

! ここが知りたいここが知りたいここが知りたい 議 ろ会 の い いろ
総合計画基本構想
　吉岡町がこれまで引き継がれてきた姿を今後も継承し、町の在るべき姿をより確かなものへとし
ていくため、長期的視野に立った持続可能なまちづくりの方向性を示すものであり、今後のまちづ
くりの基本方針となるもの。計画期間は、令和４年度から令和 13年度までの 10年間。

特別委員会
　特定の事件を審査するために設置される臨時的な機関。その事件の調査・審査が終了すれば、消
滅する。
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コロナワクチン接種と特別給付金５万円の支給一般会計
補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 ４億６，３２０万円 ９３億８，２９８万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 １００万円 １８憶７，１１２万円

介護保険事業 ７７９万円 １５億９，３７２万円

後期高齢者医療事業 ７４万円 ２億２，０７６万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的支出 ４３万円 ４億２，８１１万円

資本的支出 　　　１２４万円 １億５，４７１万円

下
水
道
事
業

収益的収入 ▲５６万円 ３億１，４１５万円

収益的支出 ▲２６９万円 ２億８，１９２万円

資本的収入 １，７３３万円 ２億  　２４３万円

資本的支出 １，７２６万円 ３億  　６４２万円

令和３年度　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

新型コロナ予防接種　　　　　 １億３，８２０万円

障害者福祉費　　　　　　　　　　 ３，１６４万円

明治第２学童クラブ施設備品の購入　   ４００万円

道の駅 Wi-Fi 更新　　　　　　　　　  １３３万円

子育て世帯へ５万円の臨時特別給付金
２億２，５００万円

   子育て世帯への臨時特別給付金の給付
   は１２月中旬から始まっています

  補正による主な事業

学童クラブ・よしおか温泉など指定管理者の指定
　学童クラブの指定管
理者に社会福祉法人吉
岡町社会福祉協議会が
再指定されました。
　また、よしおか温泉
リバートピア吉岡およ
び緑地運動公園（河川
敷公園）、道の駅よしお
か温泉の指定管理者に
株式会社吉岡町振興公
社が再指定されました。２月完成予定の明治第２学童クラブ 露天風呂付き大浴場のよしおか温泉

３回目の接種は２月から予定している
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件　　名　・　要　　旨 提出者・紹介者 委員会結果 結果

請願
第３号

核兵器禁止条約の署名と批准を求める請願
…核兵器のない世界の実現に向けた国際社会の取
り組みをリードするため、核兵器禁止条約の署名
と批准を求める意見書について、国への提出を求
めるもの。

渋川平和委員会
会長　伊佐　信義

紹介者　小池　春雄
不採択

（全会一致）
不採択

（賛成 1　反対 11）

件　　名　・　要　　旨 提出者・紹介者 委員会結果 結果

請願
第４号

安全・安心の医療・介護・福祉を確立し国民のい
のちと健康を守るための国に対する意見書を求め
る請願…新たなウイルス感染症拡大などの事態に
備え、社会保障の拡充を求めた意見書について、
国への提出を求めるもの。

群馬県医療労働組合連合会
中央執行委員長　出浦　匠人

紹介者　小池　春雄
採択

（全会一致）
採択

（全会一致）

件　　名　・　要　　旨 提出者 結　果

発委
第３号

安全・安心の医療・介護・福祉を確立し国民のい
のちと健康を守るための意見書

文教厚生常任委員会
委員長　村越　哲夫

可決
（全会一致）

請願・委員会発議

平
形　

薫　

議
員

　
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
、
私
は
、
過
去
の
核
兵

器
禁
止
条
約
成
立
の
請
願
は

私
も
賛
成
し
、
町
議
会
も
採

択
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
安
全
保

障
を
考
え
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
核
抑
止
力
の
傘
下
に
あ
る

日
本
は
、
日
米
同
盟
関
係
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
い
ま

だ
に
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ

て
な
い
ロ
シ
ア
や
、
尖
閣
諸

島
を
含
む
東
シ
ナ
海
の
覇
権

を
強
固
に
握
る
よ
う
な
中
国

を
考
え
る
と
、
日
本
の
パ
ワ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ

と
が
最
良
の
選
択
肢
と
考
え

反
対
致
し
ま
す
。

小
池　

春
雄　

議
員

　
私
は
被
爆
国
と
し
て
、
こ

の
世
界
、
地
球
上
か
ら
全
て

の
核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と

が
大
事
で
あ
っ
て
、
あ
っ
ち

の
傘
だ
、
こ
っ
ち
の
傘
だ
、

と
い
う
話
で
は
な
く
て
二
度

と
同
じ
戦
火
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
は
、
こ
の
世
か
ら

核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
全
世
界
で
も
過
半
数
を

占
め
る
国
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。
被

爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ
先
頭

に
立
ち
、
核
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
賛

成
討
論
と
し
ま
す
。

小
林　

静
弥　

議
員

　
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
は
、
核
兵
器
廃
絶

や
核
不
拡
散
を
積
極
的
に
訴

え
て
き
ま
し
た
。
私
も
核
兵

器
廃
絶
に
は
賛
成
で
す
。

　
し
か
し
、
全
世
界
が
一
斉

に
核
兵
器
を
持
た
な
く
な
る

こ
と
が
現
実
的
に
不
可
能
で

あ
り
、
核
保
有
国
の
多
く
が

こ
の
条
約
に
不
参
加
の
現
状

で
す
。私
は
日
本
政
府
の「
こ

の
条
約
に
参
加
す
れ
ば
国
民

の
生
命
・
財
産
を
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
い
う

見
解
を
支
持
し
、
こ
の
請
願

は
不
採
択
に
す
べ
き
と
考

え
、
反
対
し
ま
す
。

意見書の要望内容
１．新型コロナウイルス感染症に対応した安全・安心の医療・介護・福祉提供体制を確保すること。
①医師、看護師、医療技術職員、介護職員などを増員し、夜勤改善や長時間労働改善など、勤務環境と処
遇を改善すること。
②公立、公的病院の再編統合や病床削減方針を見直すこと。
２．保健所の増設など公衆衛生行政の体制を拡充し、保健師などを増員すること。
３．社会保障・社会福祉にかかわる国庫負担を増額し、75歳以上の窓口負担２倍化を中止するなど国民負
担を軽減すること。

討 論
賛 

成
反 

対
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